Critical Pass Method (CPM)による履歴データからの進度予測
クリティカルパスとは，化学会社デュポンが化学プラントの建設時間を抑える目的で開発したプロジェクト管理手法のことである．プロジェクト規模が大きくなることでタスクの数が増え，タスク間の依存関係も複雑化する．そのため，プロジェクトに遅れが生じると，プロジェクト全体の遅延に繋がるようなタスクであっても把握するのが難しくなってしまう．そのような遅延が許されないタスクを把握することで，プロジェクトの成功率が上がる．
CPMはプロジェクト完了のために実行しなければならないクリティカルなタスクを特定する手法であり，そのときプロジェクトの全工程を最短時間で完了させるために重要な作業経路，すなわち最も時間のかかる最長の経路のことを「Critical Pass」と呼ぶ．
クリティカルパスが遅延すると進行の遅れになるので，他のタスクをどんなに短縮できても，クリティカルパスが遅れてしまうと意味がない．[1]


クリティカルパス上に存在しないタスクには，日程的に余裕がある，ということになる．この余裕をフロートと呼ぶ． 
クリティカルパスを求め，フロートを算出することで，厳密に管理しなければならないタスクと，余裕を持って対応できるタスクを具体的に見出すことができる．また，様々なタスクの依存関係を視覚的に把握することができ，あるタスクの進捗が他のタスクへどれくらい影響を及ぼすか定量的に算出することができる．


クリティカルパスを把握することによるメリットとして，
1. タスクの優先度が計算できるため，効率的にスケジュールを管理できる
計画を行う中で．締め切りが前倒しになることがよくある．クリティカルパスを前もって把握しておけば柔軟に対応することができる．
クリティカルパスを利用したスケジュール短縮方法には
それぞれ依存関係にない複数のタスクを同時進行で行う「ファストトラッキング」とリソースを増やして作業を高速化する「クラッシング」がある
2. ボトルネックの回避
瓶の首を由来とする「ボトルネック」はワークフロー内でよくない影響を与えている個所を示す．
作業工程にボトルネックがあると，それ以外の工程が円滑に進められていたとしても，作業全体を通して多くの時間を要することになってしまう
1に示したように，タスクの優先度を計算してスケジュール設計をすることで，ボトルネックを最小限にとどめることができる．
3. 今後の計画作成に有用
クリティカルパスは，前もって想定された作業と実際の進捗を比較するのに役立つ．
その比較データは今後の精度を高めるために有用である．[3]
主にビジネスのプロジェクト管理において使われる手法ではあるが，様々なプロジェクトで利用されていることから，学校教育の場においても成果を出すことができるのではないかと考えた．学習活動に取り組むための土台となる知識や理解が十分に形成されていなければ，次のステップの学習活動において，学びの成果を妨げてしまう．これはクリティカルパスのボトルネックの回避する特性によって解決することができるのではないだろうか．[2]

具体的なクリティカルパスの利用
クリティカルパスを求めるために必要な情報は，「タスク間の依存関係」「タスクの所要時間」が必要となる．
東京出版の内容関連・系統図を用い依存関係とし，



[1]https://www.jooto.com/contents/critical-path/
[3]https://asana.com/ja/resources/critical-path-method
[2] https://fn-officef.com/blog/202208/9215/
[4] https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/text/hs/sugaku/data/sugaku_16661_dm08.pdf
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\bfseries { 
CPMはプロジェクト完了のために実行しなければならないクリティカルなタスクを特定する手法であり，そのときプロジェクトの全工程を最短時間で完了させるために重要な作業経路，すなわち最も時間のかかる最長の経路のことをクリティカルパスと呼ぶ．
クリティカルパス上に存在しないタスクには，日程的に余裕があるということになる．この余裕をフロートと呼ぶ． クリティカルパスを求め，フロートを算出することで，厳密に管理しなければならないタスクと，余裕を持って対応できるタスクを具体的に見出すことができる．フロートの求め方を図３に示す．\\\indent 
また，様々なタスクの依存関係を視覚的に把握することができ，あるタスクの進捗が他のタスクへどれくらい影響を及ぼすか定量的に算出することができる[\ref{ref4}]．クリティカルパスを把握するメリットとしては，1．タスクの優先度が計算できるため，効率的にスケジュールを管理できる．2．ワークフロー内でよくない影響を与えている個所であるボトルネックの回避ができる．3．前もって想定された作業と実際の進捗を比較したデータが今後の計画作成に有用という点が挙げられる．\\\indent 
主にビジネスのプロジェクト管理において使われる手法ではあるが，様々なプロジェクトで利用されていることから，学校教育の場においても成果を出すことができるのではないかと考えた．先に述べたように，学習活動では取り組むための土台となる知識や理解が十分に形成されていなければ，次のステップの学習活動において学びの成果を妨げてしまう．この問題はクリティカルパスのボトルネックを回避する特性によって解決できると推測した．\indent 
}
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